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博物館職員として、矢尻や飾り玉を作って
います。子供達の体験の指導をするので、確
かな技術を身につけている必要があるし、ま
してや当時なかった現代の道具を使わせるこ
となどできないからです。なかなか思うよう
にはなりませんが、それなりのところまでは
来たと思っています。  
１．近江の白鳳瓦 
 588年、倭国最初の本格的な仏教寺院・飛
鳥寺の造営がはじまった。百済から技術者の
供与を受けてのことである。倭国最初の本格
的な瓦作りも、このときに渡来した「瓦博士」
によってはじまった（『日本書紀』崇峻天皇
元年条）。飛鳥寺創建時の平瓦や丸瓦は内型
（桶型など）に粘土板を巻いて作る粘土板桶
巻き作りで（以下、粘土板作り）、これが以
降８世紀前半頃までの日本の瓦作りの主流と
なる。 
埋蔵文化財担当者としては、２千点を超え
る石器や土器を実測してきました。実測図を
一点仕上げるためには、そのものを詳細に観
察し、理解して、表現することが必要です。
実測図を作成するために物と向き合うことは、
いわば物と自分との真剣勝負だといってもい
いでしょう。  
  近江においても白鳳期を中心とした瓦作り
は、粘土板作りが圧倒的な主流を占める。内
型に粘土紐を巻き上げて作る粘土紐桶巻き作
り（以下、粘土紐作り）は明らかに傍流であ
って、それによって作られた瓦はいまのとこ
ろ近江で知られる約80の白鳳寺院関連遺跡の
うちの11遺跡で確認されるにとどまる（表）。
悉皆調査をおこなえば、さらにいくらかの遺
跡で粘土紐作り瓦が見つかることであろう。
しかし既知のそれはほとんどの遺跡で１～３
点程度しか認められないことが特徴で、かつ
現状においても近江の古代瓦の内実はほぼ把
握されていることを考慮すると、その点数が
大幅に増加する見込みがないこともまた確実
である。 
矢尻を作っていると、邪魔な瘤が残ってし
まうことがあります。これを取り除くために
あちこちから眺めて方法を見極めます。完成
に近い石器には、手のはいるところはほとん
どないのですから、その一点に集中するので
すが･･･多くの場合、失敗します。  
 矢尻を実測していると、邪魔な瘤が残って
いることがあります。ほかはきれいに、丁寧
に仕上げられているのに。なぜこの瘤をとっ
てしまわないんだろう？これさえなければ･･･
という作品に出会うこと、しばしばあります。  
 矢尻を作っていると、やがて気が付きます。
「この瘤、とりたいけど、とったら一巻のお
しまいだなあ。」と。矢尻を実測していると、
やがて気が付きます。「ははあ、この瘤、と
ったら壊れるから、ワザと残したな。」と。  
 そうしたなかにあって華寺遺跡と井口遺跡
での屋瓦構成は近江のなかでは異彩を放つ。
高月町内に隣接し、近江最北の白鳳期創建寺
院跡とみなされる両遺跡では、粘土紐作り瓦
の出土比率が同時期の屋瓦の３割程度にも達
する。 
私の職場は、埋蔵文化財行政と博物館の二
足の草鞋。「二兎を追う者一兎を得ず」って
やつで、十分な仕事ができているとも思いま
せんが、片一方からの視点だけでは気づけな
い痕跡に気づくこともあるかもしれません。  
 
２．藤原宮所用瓦 
 粘土紐作り瓦については集成的な研究がな
く、その出現時期や分布状況等も明らかでな
い。ただし持統朝に造営の中心がある藤原宮
では、その所用瓦の生産に粘土紐作りが採用
され、きわめて重要な役割を果たしたことが
知られている。すなわち藤原宮所用瓦は製作
技法からＡ～Ｑの 15グループにわけられ、そ
の産地は大和国内ほか畿内近国（近江・和泉・ 
 「学問」とは言えないし、論文に書くよう
なことでもありませんが、遺物を通じて、そ
れを遺した当時の人間と会話ができる瞬間が、
確かにあります。「ホントかあ～？」と思わ
れるかもしれませんが、ふと、隣に昔のあい
つが立っていたような、そんな気がする一瞬
が私は好きです。  
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